
 

 

 

｢焼津めぐる戦略｣で駅周辺のにぎわい加速化 

～地域特性を活かした｢官民連携｣のまちづくり～ 

焼津市では、都市計画マスタープランにおいて都市拠点等として位置付けている 

焼津駅から焼津漁港周辺地域の魅力向上と多様な交流・循環が生まれるまちづくりを

更に推進していくため、｢焼津めぐる戦略(MEGURU)｣を策定しました。 

 2045年度を目標とし、官民連携により、焼津駅周辺の再編や新港エリアにおける新

たな観光交流拠点の形成など各エリアの特性を活かした拠点づくりを進めます。 

 また、魅力的な歩行空間の整備や新たなモビリティの導入等による循環ネットワー

クを形成し、本地区のにぎわいづくりを加速化させていきます。 

■焼津めぐる戦略(MEGURU)の概要 

■３つの戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■将来都市構造 【官民連携による６つエリアと ２
ダブル

サーキュレーションのまちづくり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称に込め
られた意味 

各エリアを訪れた人やにぎわいが“巡る”という言葉と、ＭＥＧＵＲＵ
の頭文字が表す【Ⅿ:Marine(海)、Ｅ:Engagement(協働・関わり)、
Ｇ:Gateway(玄関=駅・港)、Ｕ:Urban(まち)、Ｒ:Relation(つながり)、
Ｕ:Unite(ひとつになる)】という意味が込められています。 

問合先 
焼津市都市政策部 都市整備課 開発担当 小林・新海 

℡054-625-7050 FAX054-626-2184 

市政情報４ 

20260430 AM11:00 

駅舎や駅前広場の再編等に

より、多様な人々が暮ら

し、集い、交流する、にぎ

わいの創出を目指す。 

駅前通りの魅力向上、出店

促進等により、市民や観光

客等の交流の創出を目指

す。 

水産関連施設等の活用と 

ウォーカブルな防潮堤の

整備等により、にぎわい

交流拠点の形成を目指

 

焼津の水産業起源を伝える

歴史的建造物等を活かし、

歴史文化の継承とともに、

交流人口の拡大を目指す。 

新たな水産・観光交流施設

の整備等により、観光交流

拠点を構築し、広域からの

集客を目指す。 

市役所の広場や焼津温泉等

の活用により、市民の交流

とにぎわいの創出を目指

す。 

まちなかサーキュレーション 

うみまちサーキュレーション 

【戦略２】 

 

「ダブルサーキュレー

ション」の形成 

２つの循環ネットワー

クを形成し、にぎわい

交流拠点の形成を目指

します。 

【戦略３】 

■官民連携による 

エリアマネジメント

の推進 

市民や事業者、行政が

連携してまちづくりを

進める体制づくりを推

進します。 

■地域特性を活かした 

６つの魅力的なエリア

形成 

ＪＲ焼津駅前や商店街、

内港、新港など各エリア

の特性を活かした魅力づ

くりを進めます。 

【戦略１】 



 

 

  

この地域は、焼津漁港とともに発展してきた本市の中心的なエリアであり、多様

な地域資源や歴史・文化が集積しています。 

これらの特性を活かしながら、人の交流やにぎわいが生まれ続ける魅力あるまち

の形成を目指します。 
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